
後期まちづくり基本計画策定の進め方

ひと咲きまち咲きあまがさき推進本部
（資料２）

平成２８年７月４日

企画財政局 ひと咲きまち咲き推進部



後期まちづくり基本計画策定検討のイメージ

前期まちづくり基本計画（H25～H29）

後期まちづくり基本計画（ ）

まちづくり構想（H25～H34）

総合計画の全体像

基本的な「骨組み」はそのままに
前期計画の時点修正イメージ
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後期まちづくり基本計画（H30～H34）

【盛り込むべき要素】
★前期計画策定後の状況の変化
★各年度の施策評価の結果

尼崎版総合戦略（H27～H31）

戦略追加項目は必ず反映
【課題】計画に戦略を位置づける

尼崎人口ビジョン（H27～H72）



後期まちづくり計画検討体制（庁外・案）

総合計画審議会（総会）

市議会議員・学識経験者・有識者・市民

総合計画審議会（部会） 市

代表２名

あまがさき創生に向けた意見交換会
（有識者・総合戦略策定・PDCA）

（計画・戦略の一体化）合体
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総合計画審議会（部会）

学識経験者

〇市議会議員〇学識経験者
〇有識者〇市民

第１分科会 第２分科会 第３分科会

※施策については前期計画策定時と同様を想定。ただし、第１分科会の「生活支援」は第２分科会の「就労支
援」と施策を組み直す可能性があるなど、分科会の区分についても今後、推進本部等で検討していく。

●地域保健●医療保険・年金
●生活支援●障害者支援●高
齢者支援●地域コミュニティ
●地域福祉

〇市議会議員〇学識経験者
〇有識者〇市民

〇市議会議員〇学識経験者
〇有識者

●都市基盤●消防・防災●環
境保全・創造●住環境●地域
経済の活性化●就労支援

●子ども・子育て支援●生活
安全●学校教育●生涯学習●
人権尊重●文化・交流●地域
の歴史

市

民

懇

話

会

（
公
募
市
民
２
０
名
程
度
）



ひと咲きまち咲きあまがさき
推進本部

市長（座長）

両副市長

教育長・医務監・顧問

局長級

後期まちづくり基本計画検討PT
定住・転入促進施策検討ＰＴ

後期まちづくり基本計画検討体制（庁内・案）

●各局企画管理課長（企画管理課長会メンバ－）

●企画財政局関係部課長

後期まちづくり基本計画における、施策や展開方向などの骨格
部分についてを検討する。

企画財政局 ひと咲きまち咲き推進部長（部会長）

顧問（アドバイザー）

他、関係部課長

各施策検討WG（市民懇話会）

●各施策関係所管部課長（検討PTにより調整）

●企画財政局関係部課長

各施策における課題や現状を分析し、行政の取組や指標等を含
む記述内容を検討するとともに、各施策ごとに実施する市民懇話
会において、市民と意見交換を実施する。

各種WG

市民懇話会意見交換

※詳しくは後述
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ＰＴ及びＷＧそれぞれの役割（案）

後期まちづくり基本計画検討PT

【主な検討内容】
〇基本構想部分の加筆・修正の必要性等について議論。
〇１.地域コミュニティ、２．生涯学習・・・・などの施策分類の再
編等について
〇１．施策を考える背景、２．施策の展開方向等・・・・の基本計
画の骨格部分について
〇ＷＧの主担当課及びメンバーについて

メンバー推薦

骨格確定

5

各施策検討WG（市民懇話会）

【参考】前期計画時の担当一例

【主な検討内容】
〇基本計画（担当施策部分）の記載内容の検討
〇基本計画（担当施策部分）の記載内容についての市民懇話会との意見交換
〇必要に応じて総合計画審議会（分科会）への出席

内容記載

市民懇話会意見交換

※日程を決めての実施としては、市民懇話会のみで、基本的には
WG主担当課と事務局（政策課）との随時調整を想定。



スケジュール概要
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前期計画総括（施策評価）

ひと咲きまち咲きあまがさき推進本部

プロジェクトチーム（企画管理課長）

各局ヒアリング・アンケート等

28年度

庁
内

29年度

方向性確定

（庁内）
中間まとめ

（意見公募）
答申

諮問 答申

随時開催

66

総合計画審議会（総会）

総合計画審議会（部会）

総合計画審議会（３分科会）

有識者意見交換会

ワークショップ（未来予想図）

市民懇話会

パブリックコメント

市
民

庁
外

骨格確認

STEP 1 STEP 2 STEP 3

文言・指標 最終案


